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 【１】 日本の伝統医学－漢方を守り推進 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 漢方は、奈良時代より日本で独自の発達を遂げた世界に誇れる 

 臨床医学であり、特に日本の漢方は品質的にトップレベルにあります。 

 

 その背景には、漢方薬も日本の薬事法の規制の対象であり、 

 その中にＧＭＰ(品質管理基準)という、原料・品質などの面に 

 非常に厳しい規格があるからです。 

 

 一方、漢方生薬（原材料）は、殆どが中国からの輸入（83%）であり 

 自給率は 12%です。 

 

 現在、円安や中国の物価の上昇などにより、 

 原材料費が 1.5 倍以上になっており、基準を満たすものを 

 安定生産することは、難しい状況になってきております。 

 



 今後の安定した、漢方の品質や原材料の供給を維持するためには、 

 自給率を向上させる為の政策も進めていかなければなりません。 

 

 私、左藤章が所属する『日本の誇れる漢方を推進する議員連盟』は、 

 超高齢化社会を迎える日本で、国民が伝統医学と西洋医学双方による 

 

 世界に類の無い、最高の医療提供を受ける事が出来るよう、 

 より一層、漢方医学を推進・定着させることが必要と考えます。 

 

 そうすることが、医療の充実と共に患者さんの経済的負担の軽減等の 

 可能性を秘めており、医療経済的効果を考える上でも、 

 

 また、日本発の人にやさしい医学として、国家戦略の一つとして、 

 是非とも進めていく必要があると考えております。 

 

                      衆議院議員 左藤 章 
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 【２】 漢方への思い 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 昨年は私にとってあわただしい一年だった。 

 五月に父が九十歳で、九月には母が八八歳で相次いで旅立ったからだ。 

 

 特に、母は練馬の自宅で娘の私と暮らしていたが、 

 夏の酷暑も手伝い、体調を崩し入院。 

 

 病院では肺がんの悪化が確認され、余命一ヶ月と診断されるに至った。 

 

 母は数年前にがんを宣告された際、手術はもとより、 

 放射線や抗がん剤による治療を望まず、病気との共生の道を選んだ。 

 

 さらに残された時間が少ないと知り、 

 自宅で余生を穏やかに過ごすこととした。 

 



 スパゲティーボールのように、様々な管を巻きつけたり、 

 身体を切り刻みたくはない。胃瘻などもごめんだ。 

 

 これが一貫した母の思いであった。 

 

 肺がんでありながらも、最期の数日まで、住み慣れた自宅で 

 愛犬をはべらせつつ、大好きなタバコをくゆらせるなど、 

 見事な平穏死となった。 

 

 自宅での母との最期の泣き笑いについては、 

 拙著『自宅で親を看取る―肺がんの母は一服くゆらせ旅立った―』 

 （幻冬舎）をお目通しいただければ幸いである。 

 

 母は生前、最後の五年くらい、神戸の墓の移転に 

 全精力を傾けていた。いわゆる「終活」である。 

 

 茅ヶ崎に終の棲家を移したひと月後に父が、 

 三か月後に自らが入ることになった。 

 

 新しい墓の購入には、自らの生命保険を解約してあてたことを 

 母の死後知ったときには、大正女のやりくり上手と始末の良さに 

 ほとほと感心した。「あっぱれ」というしかない。 

 

 遺品整理には苦労した。 

 

 物持ちのよい母は何から何まできっちりと保管しており、私がさっさと 

 断捨離で捨てたはずのものも、いつのまにか戻されていたからだ。 

 

 また、病院通いでため込んだ薬類は、段ボール二箱分に及んだ。 

 

 高齢化に伴い、毎年 1兆円ずつかさむという医療費などの在り方には、 

 あらためて思いをいたさざるをえない。 

 

 母は最期までアガリクスなども愛飲していた。 

 

 兵庫県の赤穂出身で、塩田を営む小川家の親せき縁者には 



 平田式心理療法の提唱者・平田内蔵吉などがいたこともあり、 

 漢方の信奉者であったからだ。 

 

 私自身は今、自民党の「日本の誇れる漢方の推進する議員連盟」の 

 一員として、安定的な漢方提供の環境整備に努めている。 

 

 特に、原料生薬の確保は、生物多様性条約との兼ね合わせや、 

 レアメタルなどの天然資源と同様の施策が必要だと痛感している。 

 

 休耕田を活用し、漢方の原料栽培に転作させるなど、 

 厚労省のみならず農水省、環境省など省庁を超えた政策が求められる。 

 

 現場の皆様の声を参考に、長寿世界一を支える 

 漢方の維持発展に尽くしたい。 

 

                     衆議院議員 小池 百合子 
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 【３】 世界の医療現場にみる＜漢方の力＞ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 私が漢方に出会ったのは、2007 年 3月中国を訪問した時のことでした。 

 

 当時自民党総務会長であった丹羽雄哉先生を団長とする数名の 

 中国訪問団に参加し、温家宝首相や高強衛生相と会談する一方、 

 医療現場である北京病院を視察する機会を得ました。 

 

 その時はじめて、世界の医療現場における＜漢方の力＞に驚嘆し、 

 この分野の発展のため日本としても明確な国のビジョンと 

 具体的な施策の必要性を認識しました。 

 

 北京病院は、病床数 1,200、医師数 650 人、 

 スタッフ数 2,580 人の規模を誇る巨大病院です。 

 

 そこでは、最先端の西洋医学と中国医療（中医）がうまく融合され、 



 患者さんに治療が施されていました。 

 

 米国留学を終えた医師が最新の医療機器を使って手術をする一方、 

 中医の医師が回復期の治療にあたる、 

 まさにシームレスのチーム医療です。 

 

 中医師の中には、ヨーロッパの医科大学等に中医教育の教授として 

 派遣されるケースもあるとのことでした。 

 

 調剤室に入ると、植物はもとより動物や鉱物まで 800 種類以上の 

 漢方生薬が四方天井まで埋め尽くした薬剤箱に整然と分別され、 

 

 その中で次々と届く患者さんたちの処方箋を見ながら、 

 忙しく薬を調合する医師の姿がありました。 

 

 しかし振り返ってみれば、日本でも伝統を誇る独自の漢方医学が 

 脈々と受け継がれています。 

 

 急性期から回復期まで、病気の局面や症状に応じて 

 緩急自在に効果を発揮する＜漢方の力＞を再評価し、 

 その普及発展を図ることは国民的課題のはず。 

 

 そうした問題意識をきっかけに 

 

 1. 性差医療の切り口からの統合医療の推進 

 

 2. 漢方生薬の国内での栽培促進 

 

 を中心に、私は議員連盟の活動等を通して 

 統合医療問題に本格的に取り組んでいます。 

 

 

                                           衆議院議員 上川 陽子 

 

 

 



━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 【４】 益々の漢方の普及に関して 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 日本臨床漢方医会メールマガジンの読者の皆様、はじめまして。 

 「日本の誇れる漢方を推進する議員連盟」の幹事長であり、 

 前厚生労働大臣、田村憲久です。 

 

 私が漢方医学と深く関わることになった一つの出来事は、 

 平成 15年に文部科学大臣政務官に就任した当時、 

 大学医学部での教育に漢方を積極的に取り入れたことでした。 

 

 それ以降、学生時代に漢方を学んだ医師が増加し、 

 積極的に医療現場で導入され、医療漢方薬への注目が 

 さらに高まった事を嬉しく思っております。 

 

 厚生労働大臣在任中には、自民党の「日本の誇れる漢方を推進する議員連盟」による 

 漢方製剤の薬価を維持するため、新たな制度・取組を検討する場を 

 設定する要望を受け取りました。 

 

 また、本年 7月には、「医福食農連携」取り組み事例として、 

 地元住民と知的障害者を雇用して、生薬を栽培し加工する 

 北海道の工場を視察して参りました。 

 

 厚生労働省にとりましても、高齢化に伴って増加し続ける医療費の削減 

 適正化、病気の発症予防や重症化予防の推進、統合医療の確立などの 

 観点から、更なる漢方医学の発展が今後とも期待されることでしょう。 

 

 厚生労働大臣という立場からは離れましたが、 

 今後とも議連の一員として、漢方の推進に少しでも寄与できるよう 

 邁進することをお誓いします。 

 

 最後になりましたが、皆様の漢方への支えのもと、 

 漢方への正しい理解と発展の輪が広がるようご祈念申し上げます。 

                           

                 衆議院議員 田村 憲久 
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 【５】 世界で重要性を増す漢方の存在 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 明治維新以降、日本の医療政策はもっぱら西洋医学に偏りすぎてきた 

 傾向があるのではないか、との問題意識を私は常々抱いておりました。 

 

 日本を始め、東洋には東洋の知恵の詰まった、 

 東洋医学・漢方医学の存在があります。 

 

 今でこそ多くの医師や議員も注目度が高まっておりますが、 

 実は東洋医学や漢方医学の有用性について一番注目をしているのは、 

 むしろ欧米諸国ではないか、と感じております。 

 

 その理由のひとつとして、現在の日本で喫急の課題となっている、 

 「少子高齢化」の問題が、今後の世界の先進諸国で直面する 

 課題になってきていることが考えられます。 

 

 こうした世界的な傾向のなかで、「未病」であったり、 

 「健康長寿」というテーマは日本だけでなく、 

 世界人類に共通のテーマとなりつつあるのだと思います。 

 

 そうした観点で、漢方の果たす役割は、 

 今後益々重要性を増していくことでしょう。 

 

 我々、国会議員も多くの仲間と共に漢方の有用性についての議論を 

 活発に展開している所であり、日本が誇る漢方の知識を 

 日本国内は勿論、世界に役立てることができればと考えております。 

 

                      衆議院議員 櫻田 義孝 
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